
定価１部 60 円

－発行所－
（公財）岩手県消防協会

郵便番号 020-0021
盛岡市中央通３丁目

７番 22 号
電話 019（654）3991

FAX019（654）3992
E-mail：isk@iwate-
shokyo.jp
https://iwate-shokyo. jp/

印刷所
盛岡市本町通２丁目
河北印刷株式会社

﹁
令
和
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
﹂

お
出
か
け
は
マ
ス
ク
戸
締
り
火
の
用
心

︹
こ
の
機
関
紙
は
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
の
援
助
に
よ
り
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
︺

　

第
四
十
回
目
と
な
る
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達

式
が
、
五
月
十
二
日
（
金
）、

東
京
都
港
区
に
あ
る
ヤ
ク

ル
ト
本
社
ビ
ル
内
の
「
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
受
章
者
七
名

の
内
、
三
名
の
方
々
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
春
の
叙
勲
と

同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、

伝
達
式
の
挙
行
は
四
年
ぶ
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

鈴　

木　

正　

男
（
元
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
司
令
長
）

吉
　
田
　
正
　
男
（
元
一
関
市
消
防
司
令
長
）

瑞
宝
単
光
章

菊　

池　

松　

夫
（
元
遠
野
市
消
防
司
令
）

佐　

藤　

征　

彌
（
元
両
磐
地
区
消
防
組
合
消
防
司
令
長
）

庭　

野　

和　

義
（
元
久
慈
広
域
連
合
消
防
司
令
）

三　

浦　

好　

隆
（
元
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
司
令
）

三　

上　

善　

藏
（
元
盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
司
令
）

消
防
関
係
受
章
者
伝
達
式

春
の
叙
勲

消
防
関
係
受
章
者
伝
達
式

う
御
座
い
ま
す
。

瑞
宝
小
綬
章

平　

野　

和　

彦
（
元
一
関
市
消
防
正
監
）

瑞
宝
単
光
章

薄　

衣　
　
　

健
（
元
花
巻
市
東
和
消
防
団
分
団
長
）

大　

井　
　
　

登
（
元
洋
野
町
消
防
団
副
分
団
長
）

小
野
寺　

忠　

一
（
元
一
戸
町
消
防
団
分
団
長
）

小
野
寺　

文　

明
（
元
一
関
市
消
防
団
副
団
長
）

笠
水
上　

利　

男
（
元
洋
野
町
消
防
団
分
団
長
）

菊　

池　

岩　

男
（
元
遠
野
市
消
防
団
副
団
長
）

菊　

池　
　
　

均
（
元
奥
州
市
消
防
団
副
団
長
）

佐
々
木　

榮
一
郎
（
元
宮
古
市
消
防
団
分
団
長
）

沢　

里　

清　

幸
（
元
久
慈
市
消
防
団
分
団
長
）

鹿　

本　

勝　

政
（
元
釜
石
市
消
防
団
分
団
長
）

菅　

原　
　
　

公
（
元
一
関
市
消
防
団
分
団
長
）

鈴　

木　

克　

郎
（
元
奥
州
市
前
沢
区
消
防
団
副
団
長
）

鈴　

木　

良　

生
（
元
一
関
市
消
防
団
副
団
長
）

田　

代　
　
　

强
（
元
八
幡
平
市
消
防
団
分
団
長
）

束　

稲　

初　

夫
（
元
平
泉
町
消
防
団
分
団
長
）

津
志
田　

六　

郎
（
元
八
幡
平
市
消
防
団
分
団
長
）

辻　

本　
　
　

隆
（
元
岩
手
町
消
防
団
分
団
長
）

中　

村　
　
　

繁
（
元
大
槌
町
消
防
団
分
団
長
）

中　

村　
　
　

將
（
元
一
戸
町
消
防
団
分
団
長
）

原　
　
　

義　

昭
（
元
釜
石
市
消
防
団
分
団
長
）

福　

島　

國　

男
（
元
洋
野
町
消
防
団
副
団
長
）

藤　

岡　
　
　

豊
（
元
宮
古
市
消
防
団
分
団
長
）

古　

舘　

壽　

雄
（
元
花
巻
市
消
防
団
分
団
長
）

松　

田　

公　

夫
（
元
紫
波
町
消
防
団
副
団
長
）

矢
羽
　々

幸　

行
（
元
盛
岡
市
消
防
団
分
団
長
）

山　

本　

文　

雄
（
元
宮
古
市
消
防
団
分
団
長
）

　

令
和
五
年
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
五
月
十
日（
水
）東
京
都

港
区
に
あ
る
ヤ
ク
ル
ト
本
社

ビ
ル
内
の「
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
、
令
和
元
年
度
以
降
、

伝
達
式
の
中
止
が
続
き
、
四

年
ぶ
り
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
受
章
者

二
十
七
名
の
内
、
六
名
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
章
さ
れ
た
方
々

は
、
消
防
職
員
と
し
て
、
又

は
生
業
を
も
ち
な
が
ら
永
年

に
わ
た
り
消
防
団
活
動
を
通

じ
て
地
域
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
火
災
や
災
害
か

ら
守
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
て
受
章
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ

ま
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と

▶
春
の
叙
勲
　
伝
達
式
に
出
席

　
さ
れ
た
受
章
者
の
方
々

▲危険業務従事者叙勲　伝達式に出席された受章者の方々

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式
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岩
手
県
消
防
学
校
第
六
十
九
期
消
防
職
員
初
任
教
育
の

入
校
式
を
四
月
十
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
っ
た
上
で
、
来
賓
及
び
各
消
防

本
部
の
消
防
長
の
ほ
か
、
四
年
ぶ
り
に
保
護
者
も
参
列
し

て
執
り
行
わ
れ
、
県
内
十
一
消
防
本
部
の
十
八
歳
か
ら

二
十
四
歳
の
新
採
用
職
員
五
十
七
名
が
期
待
と
不
安
を
胸

に
入
校
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
消
防
本
部
の
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
に
よ
り
、
過

去
最
多
の
八
名
の
女
性
消
防
吏
員
が
入
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

坂
本
伸
一
校
長
は
、「
予
測
の
つ
か
な
い
災
害
へ
の
備

え
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
住
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
支
え
る
消
防
の
職
責
は
一
層
重
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。」
と
し
て
、「
今
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
を

常
に
自
分
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。
入
校
生
五
十
七
人
が
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
り
、
所
期
の
目
的
を
達
成
さ
れ
、
卒
業
時
に
は

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
で
各
々
の
消
防
本
部
に
向
か
わ

入
校
式

第
六
十
九
期

消
防
職
員
初
任
教
育
学
生

第
六
十
九
期

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
達
増
拓
也
知
事
は
、
県
内
の
消
防
職
員
が
各
地

で
発
生
し
て
い
る
住
宅
火
災
や
林
野
火
災
を
始
め
、
頻
発

す
る
自
然
災
害
な
ど
に
お
い
て
、
困
難
な
状
況
の
中
、
救

助
、
救
出
活
動
な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
、「
消
防
は
自
治
の
原
点
で
あ
り
、
消
防
が
充
実
し
て

こ
そ
、
地
方
自
治
が
成
り
立
ち
、
地
方
自
治
が
発
展
す
る

と
い
う
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
六
か
月
間
、

各
教
官
の
指
導
を
真
摯
な
心
と
熱
意
を
持
っ
て
受
け
止

め
、
消
防
職
員
と
し
て
の
知
識
や
技
術
の
習
得
、
研
鑽
、

学
生
同
士
の
絆
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
充
実

し
た
学
校
生
活
を
過
ご
さ
れ
、
県
民
の
負
託
に
応
え
る
消

防
人
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
告
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
学
生
代
表

と
し
て
、
盛
岡
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
の
瓜
谷
拓

海
学
生
が
、「
各
教
官
の
教

え
を
よ
く
守
り
、
勉
学
に
努

め
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活

を
通
じ
て
、
礼
節
と
規
律
を

正
し
、
消
防
職
員
と
し
て
の

基
本
的
な
素
養
を
培
う
こ
と

に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。」

と
力
強
く
宣
誓
し
、
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
所
属
と
氏
名

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

所
　
　
　
属

氏
　
名

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

岩
崎
　
勇
樹

〃

瀬
川
　
正
義

〃

佐
々
木
　
陸

〃

杉
田
　
陸
馬

〃

藤
原
　
眞
和

〃

瓜
谷
　
拓
海

〃

村
上
裕
次
郎

〃

阿
部
　
春
陽

〃

和
合
　
敦
史

〃

伊
藤
み
な
と

〃

茶
家
　
正
大

〃

山
下
　
秋
野

〃

黒
澤
　
優
斗

〃

藤
田
　
大
樹

〃

斉
藤
　
唱
太

〃

吉
永
奈
瑞
菜

〃

伊
藤
　
陽
輝

〃

瀬
川
　
羽
瑠

〃

田
中
　
　
慧

所
　
　
　
属

氏
　
名

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

野
田
　
聖
人

〃

田
畑
　
　
優

〃

三
舩
桂
志
朗

〃

佐
々
木
羽
菜

〃

舘
下
　
愛
美

〃

田
鎖
　
海
璃

一
関
市
消
防
本
部

三
浦
　
聖
矢

〃

黒
澤
　
雄
樹

〃

小
野
　
彰
也

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

前
川
　
　
響

〃

加
藤
　
里
梨

〃

佐
藤
　
蓮
太

〃

佐
々
木
大
地

久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部

橋
本
　
雄
心

〃

工
藤
　
奏
人

〃

谷
崎
　
結
彩

〃

山
口
　
真
幸

花
巻
市
消
防
本
部

五
内
川
創
太

〃

阿
部
　
圭
真

所
　
　
　
属

氏
　
名

花
巻
市
消
防
本
部

原
　
　
悠
也

北
上
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

髙
橋
　
　
仁

〃

鈴
木
　
星
乃

〃

佐
藤
　
大
心

〃

戸
来
　
和
生

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

栗
村
　
唯
那

〃

小
野
寺
優
輝

〃

今
川
　
成
世

〃

那
須
川
大
夢

〃

眞
野
　
太
陽

遠
野
市
消
防
本
部

野
田
　
大
聖

〃

浦
島
　
悠
仁

陸
前
高
田
市
消
防
本
部

貝
山
　
淳
平

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

佐
藤
　
　
舟

〃

合
川
　
直
輝

〃

田
代
　
晃
一

〃

大
鳥
　
友
也

〃

古
舘
　
温
人

〃

中
野
　
感
大

〈 
消
防
学
校
だ
よ
り 

＝ 

岩
手
県
消
防
学
校
様
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た 

＝ 

〉

▶
坂
本
伸
一
校
長
の
式
辞

▶
達
増
拓
也
知
事
の
告
辞

▶
宣
誓
す
る
瓜
谷
拓
海
学
生
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令
和
５
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
法
定
講
習
）
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
年
度
の
受
講
対
象
者
は
、
令

和
２
年
度
の
講
習
受
講
者
が
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
受
講
対
象

要
件
を
確
認
し
該
当
者
は
受
講
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
継
続
的
に
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
、
免
状
裏
面
の
最
終

講
習
年
月
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

１　

受
講
対
象
者

　

消
防
法
第
13
条
の
2
の
規
定
に
よ
る
甲
種
、
乙
種
又
は
丙
種
危

険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
現
に
危
険
物
製

造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
方
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
次
に
該
当
す
る
方
は
受
講
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
方
で

も
、
希
望
に
よ
り
受
講
で
き
ま
す
。

⑴　

継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
、
講

習
日
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
ご
と
に
受
講

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
方
が
、
新
た

に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

但
し
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以
内
に
危
険

物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
又
は
講
習
を
受
け
て

い
る
方
は
、
そ
の
免
状
の
交
付
日
又
は
講
習
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
な
く
な
っ
た
方
、
又
は
従
事
し
て

い
な
い
方
は
法
令
上
、
特
に
受
講
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

講
習
種
別
（
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
共
通
）

⑴　

給
油
取
扱
所
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合
は
午
前
に
実
施
）

⑵　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

消
防
法
第
13
条
の
23
に
規
定
す
る
講
習
（
本
年
度
も
対
面
講
習
に
加
え
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
導
入
し
実
施
し
ま
す
。）

　

令
和
５
年
度　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
実
施
日
程

る
特
定
事
業
所
の
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合
は
午
後
に
実
施
）

⑶　

⑴
及
び
⑵
以
外
の
危
険
物
施
設
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合

は
午
後
に
実
施
）

３　

受
講
申
請
手
続
き
（
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
共
通
）

⑴  

受
講
申
請
書
は
、
岩
手
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
、
各
消

防
本
部
（
消
防
署
、
分
署
、
出
張
所
）
及
び
岩
手
県
庁
復
興
防

災
部
消
防
安
全
課
に
お
い
て
配
布
し
ま
す
。（
申
請
書
は
、
当

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

⑵　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
受
講
手
数
料

と
し
て
、
４
，
７
０
０
円
分
の
岩
手
県
収
入
証
紙
を
必
ず
貼

付
す
る
こ
と
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
希
望
者
は
、「
受
講
希
望
欄
」

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
と
も
「
申
請
書
記
入
例
」
を

参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

講
習
日
程

⑴　

対
面
講
習
（
会
場
講
習
）

◦
定
員
は
、
午
前
・
午
後
実
施
の
講
習
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
で
あ

る
こ
と
。

◦
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
講
習
は
、
久
慈
市
で
実
施
す
る
こ
と
。

■
対
面
講
習
の
申
請
書
受
付
期
間
：
令
和
5
年
７
月
21
日
㈮
～
８
月
21
日
㈪

⑵　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

実
施
回
数

受　

講

開
始
日

講
習
区
分

定
員

受
講
申
請
書
の

受
付
期
間

第
１
回

9
月
1
日

給油取扱所その他の
施設コンビナート

150

8
月
1
日
㈫
～

8
月
18
日
㈮

第
２
回

10
月
2
日

150

9
月
1
日
㈮
～

9
月
19
日
㈫

第
３
回

11
月
1
日

100

10
月
2
日
㈪
～

10
月
20
日
㈮

注
１　

受
講
期
限
は
、
受
講
開
始
日
か
ら
1
か
月
と
な
る
こ
と
。

注
2　

各
回
数
の
定
員
は
、
講
習
区
分
ご
と
の
定
員
で
は
な
い
こ

と
。
合
計
数
と
な
る
こ
と
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
関
す
る
注
意
事
項
】

１　

居
住
地
若
し
く
は
勤
務
地
が
岩
手
県
内
の
方
で
、
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
と
す
る
。

２　

パ
ソ
コ
ン
又
は
モ
バ
イ
ル
端
末
で
受
講
で
き
ま
す
が
、
推
奨
環
境
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

３　

受
講
申
請
は
、
申
請
書
（
収
入

証
紙
の
貼
付
）
と
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

プ
ラ
ス
（
日
本
郵
便
㈱
520
円
）
を

同
封
し
受
付
期
間
内
に
必
着
す
る

よ
う
簡
易
書
留
で
郵
送
の
こ
と
。

な
お
、
受
付
手
続
き
後
、
講
習
シ

ス
テ
ム
の
受
講
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
受
講
用
テ

キ
ス
ト
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
当
連
合
会
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。）

４　

受
付
後
は
、
申
請
書
及
び
手
数
料
の
お
返
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

者
の
変
更
及
び
講
習
区
分
の
変
更
も
で
き
ま
せ
ん
。

５　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
か
ら
対
面
講
習
へ
の
変
更
は
で
き
な
い
こ
と
。

６　

効
果
測
定
に
合
格
し
た
方
は
、
講
習
シ
ス
テ
ム
か
ら
「
受
講
証
明
書
」

の
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
発
行
し
た
受
講
証
明
書
が
講
習
修
了
印

の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
免
状
と
一
緒
に
保
持
す
る
こ
と
。

７　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の
受
講
方
法
は
、
当
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
「
受
講
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
こ
と
。

注　

申
請
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
旧
申
請
書
を
お
持
ち

の
方
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
し
い
申
請
書
で
申
請
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
票
及
び
３
年
後
の
講
習
案
内
は
全
て
当
連
合
会
で

発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【レターパックプラス送付数】
申込人数 枚　数
1 ～ 3 名 1 枚
４～ 6 名 2 枚
７～ 9 名 3 枚

10 ～ 12 名 4 枚
13 ～ 15 名 5 枚

実
施
日

実　

施　

会　

場

定
員

9
月
15
日
㈮

北
上
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

220

9
月
20
日
㈬

久
慈
市
文
化
会
館

150

9
月
28
日
㈭

岩
手
県
民
会
館

300

10
月
3
日
㈫

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

230

10
月
12
日
㈭

宮
古
市
民
文
化
会
館

180

10
月
16
日
㈪

大
船
渡
市
民
文
化
会
館

300

10
月
19
日
㈭

奥
州
市
文
化
会
館

250

10
月
25
日
㈬

花
巻
市
文
化
会
館

300

11
月
2
日
㈭

盛
岡
市
渋
民
文
化
会
館

300
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消防団員さんを
　　　　　ご紹介します
消防団員さんを
　　　　　ご紹介します

No.91

　私は、平成26年に就職を機に二戸市へ戻り、職場の同僚に誘われ二戸市消防団に入団しました。
　恥ずかしながら、入団するまで消防団の役割や活動をよく知らず、「社会人として地域に貢献しなけれ
ば」という気持ちだけで入団を決めました。
　半ば勢いで入団した消防団でしたが、職種も年代も異なる多くの方々と知り合い、活動できたことは、
私にとって大切な財産となっています。
　その中でも最たるものが消防操法です。
　私が所属する第７分団第２部は、過去には全国消防操法競技会ポンプ車の部に２度出場した実績があ
ります。その後しばらくは上位の競技会へ勝ち進むことができずにいましたが、私が２番員となり７回
目となる今年の市競技会でついに優勝を果たし、支部競技会では３位入賞することができました。これは、
部員全体が職種や世代を超えて一丸となり、日々訓練を続けてきたチームワークの賜物だと感じていま
す。
　今後も全国大会への出場を目標としながら、訓練で培われたチームワークを活かし、仲間とともに日々
の消防団活動に取り組んでいきたいと思います。

今月の 団
ダン

ディ さん

二戸市消防団
（第７分団第２部　団員）

阿
ア

部
ベ

豪
カツ

聖
トシ
さん

＊年齢：31歳
＊趣味： 漫画

－4

◎本　　　社/盛岡市天神町13-27 Tel. 019-623-4364
◎二戸営業所/二戸市石切所字荷渡1-9 Tel. 0195-43-4100
◎奥州営業所/奥州市胆沢小山字附野72-16 Tel. 0197-47-3464
◎宮古営業所/宮古市上鼻二丁目3-15 Tel. 0193-65-7080

実感してください！操法大会最適ホース。

NEWアスリート4／NEWアンカー4
第1～2線用　最適ホース 第3線用　最適ホース

互光商事株式互光商事株式會會社社創業創業
昭和22年昭和22年

日本機械消防自動車
ジェットホース

各種消防用被服　消防団員袢纏
ホース洗浄機・乾燥機

トーハツ小型消防ポンプ
ジェットシューター

FV防火衣・ゴアテックス雨衣
屯所用ホース乾燥塔

代表取締役代表取締役 玉 川 康 介玉 川 康 介

営業品目

互光商事株式會社創業
昭和22年

代表取締役 玉 川 康 介
本　　　社／紫波郡矢巾町広宮沢11-501-14
　　　　　　☎ 019-639-0505 ㈹

操法最適
トーハツ小型ポンプ
VC72プロⅢ
大型アルミ２基真空ポンプ付

有限会社文林商会

シバウラ小型消防ポンプ、日本機械消防自動車
ホース乾燥塔　NAホスポール

操法用ホース・消防・防災用品及被服

営業品目

県知事許可（般－2）第6269号

代表取締役 吉田 良一
本　社╱一関市滝沢字鶴ケ沢7－59
　　　　TEL　0191－21－1119（代）

盛岡営業所╱盛岡市好摩字夏間木83－122
　　　　TEL　019－682－0800

三陸営業所╱上閉伊郡大槌町上町2－12
　　　　TEL　0193－42－8090

感謝の心
を

忘れず行
動
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